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高速増殖炉(FBR)や軽水炉(LWR)の重大事故によって発生する破損・溶融燃料含有物質（燃料デブリ）を、

フッ化物揮発法を応用した方法で安定化処理する技術を開発中である。模擬デブリフッ化基礎試験の結果

について報告する。 
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1. 緒言 

 本研究の目的は、FBR 等の革新炉や LWR の重大事故で万一発生した場合の燃料デブリ及び福島第一原

子力発電所の事故で生じた燃料デブリの安定化処理技術を開発することである。前処理技術としてフッ化

物揮発法を適用し、U、Pu から大部分の不純物を除去して核物質管理及び計量管理の容易化を図り、燃料

デブリを最終的に安定かつ硝酸溶解可能な酸化物とする。この燃料デブリ処理により、炉心溶融事故後の

収束を図るとともに、将来の処分、長期保管、再処理等の処置シナリオへ柔軟に対応する[1]。 

2. 実験 

主要成分を含む模擬デブリ（UO2-Fe、UO2-SUS、U3O8-Fe2O3、UO2-ZrO2、UO2-ZrO2-Fe）のフッ化試験

を行った。模擬デブリ約 5g をフッ化反応炉に装荷し炉内を約 600℃とし、100％フッ素ガスを 300ml/分の

流量で 60 分間供給した。フッ化反応により生成した揮発性フッ化物はコールドトラップで回収し、不揮発

性フッ化物は試料ボート内にフッ化残渣として回収した。供試した模擬デブリ及びフッ化残渣の XRD 分析、

ICP-MS/AES 分析を実施し、化学形態がフッ化挙動に与える影響を評価した。 

3. 結果・考察 

U3O8-Fe2O3模擬デブリのフッ化試験前・後の試料の XRD 分析結果を図１に示す。フッ化試験前の試料

には U 酸化物、Fe 酸化物、U-Fe 混合酸化物が見られるが、フッ化試験後の残渣は Fe フッ化物のみとなっ

ており、化学形態によらず全量フッ化されることが分かった。固溶体の形成が見られた UO2-ZrO2模擬デブ

リを含め今回供試した他の模擬デブリについても、同様に残渣はフッ化物のみであり、全量フッ化されて

いることが分かった。残渣の ICP-MS/AES 分析の結果、残渣への U 残留率は 1％以下であり、模擬デブリ

中の U は、ほぼ全量が U フッ化物（UF6）で揮発したと考えられる。 

 

 

 

 
 

図 1. U3O8-Fe2O3模擬デブリのフッ化試験前・後の XRD 分析結果 
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